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意味への道標（1）

（122）

要
旨

旧
稿
﹁︽
意
味
︾
と
し
て
の
藝
術
意
思

︱
エ
ル
ヴ
ィ
ン
・
パ
ノ
フ

ス
キ
ー
の
﹁
藝
術
意
思
﹂
定
義
と
そ
の
哲
学
的
指
針
﹂
お
よ
び
﹁︿
見

え
る
も
の
﹀
か
ら
︿
見
え
な
い
も
の
﹀
へ

︱
Ｅ
・
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
に

よ
る
藝
術
意
思
の
基
盤
構
築
と
そ
の
哲
学
的
指
針
﹂
に
接
続
し
な
が
ら
、

そ
れ
ら
の
中
で
扱
う
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
﹁
美
術
学
的
基
礎
概
念
﹂

の
解
明
に
向
か
う
。
美
術
学
的
基
礎
概
念
は
、
藝
術
意
思
の
解
釈
に
基

準
と
す
べ
く
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
特
有
の
概
念
体

系
を
指
す
。
解
明
の
第
一
歩
と
し
て
、﹁
美
術
学
的
基
礎
概
念
﹂
と
い

う
概
念
そ
の
も
の
を
ま
ず
明
瞭
化
し
、
後
続
す
る
解
明
の
基
盤
を
固

め
る
。

は
じ
め
に

―
本
論
の
課
題

―

藝
術
意
思
に
関
す
る
エ
ル
ヴ
ィ
ン
・
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
︵1892 –1968

︶

の
理
論
を
め
ぐ
り
、
筆
者
は
考
察
の
結
果
を
順
次
公
表
し
て
き
た

1

。
た

だ
し
、
藝
術
意
思
の
解
釈
に
軸
と
な
る
﹁
美
術
学
的
基
礎
概
念
﹂
に
つ

い
て
は
、
主
に
紙
幅
の
制
約
に
よ
り
こ
れ
ま
で
詳
論
を
控
え
て
き
た
。

こ
の
欠
を
補
う
べ
く
、
本
論
は
美
術
学
的
基
礎
概
念
を
主
題
に
据
え
る
。

本
論
の
目
標
は
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
意
図
に
照
ら
し
て
こ
の
概
念
を
明

瞭
化
し
た
上
で
、
そ
れ
を
成
立
さ
せ
た
論
理
、
成
立
の
背
景
に
潜
む
美

術
学
お
よ
び
美
術
史
上
の
指
針
、
さ
ら
に
哲
学
上
の
指
針
を
探
る
こ
と

に
あ
る
。
順
序
に
し
た
が
い
、
最
初
に
﹁
美
術
学
的
基
礎
概
念
﹂
の
明

瞭
化
に
取
り
組
む
。

あ
ら
か
じ
め
訳
語
に
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の

» kun
stw

issen
sch

aftlich
e G

run
dbegriffe «

と
い
う
語
を
、
本
稿
で
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は
﹁
美
術
学
的
基
礎
概
念
﹂
と
訳
す

2

。﹁
藝
術
学
的
﹂
と
せ
ず
﹁
美
術
学

的
﹂
と
訳
す
理
由
は
後
に
明
ら
か
に
な
る
。
ま
た» G

run
dbegriffe «

を
﹁
基
礎
概
念
﹂
と
訳
す
の
は
、
こ
の
語
を
書
名
に
掲
げ
た
ハ
イ
ン
リ

ヒ
・
ヴ
ェ
ル
フ
リ
ン
︵1864 –1945

︶
の
書
が
、
わ
が
国
で
常
に
﹃
美

術
史
の
基
礎
概
念
﹄
と
訳
さ
れ
て
き
た
点
を
顧
慮
し
た
た
め
で
あ
る
。

右
を
確
認
し
た
上
で
、
こ
こ
か
ら
美
術
学
的
基
礎
概
念
に
携
わ
る
。

ま
ず
、
先
行
す
る
諸
研
究
に
目
を
向
け
つ
つ
本
論
の
姿
勢
を
定
め
、
そ

こ
か
ら
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
い
う
﹁
美
術
学
的
基
礎
概
念
﹂
の
意
味
へ
向

か
う
こ
と
に
し
た
い
。

一
．「
美
術
学
的
基
礎
概
念
」
の
意
味

﹁
美
術
学
的
基
礎
概
念
﹂
︱
以
下
﹁
基
礎
概
念
﹂
と
略
記
す
る

︱

は
、
一
九
二
〇
年
の
﹁
藝
術
意
思
の
概
念
﹂︵» Pan

ofsky 1920 «

︶

︱
以
下
﹁
意
思
論
考
﹂
︱
に
そ
の
役
割
、
二
五
年
の
﹁
美
術
史
と

美
術
理
論
の
関
係
に
つ
い
て
﹂
︱
以
下
﹁
関
係
論
考
﹂︵» Pan

ofsky 

1925 «

︶

︱
に
全
貌
が
示
さ
れ
た
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
特
有
の
概
念
体

系
を
指
す

3

。

一
・
Ａ
．
従
来
の
研
究
状
況
と
本
論
の
姿
勢

基
礎
概
念
を
扱
っ
た
研
究
は
少
な
く
な
い
。
そ
の
中
に
は
、
パ
ノ
フ

ス
キ
ー
の
論
を
整
理
し
た
も
の
、
あ
る
い
は
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
と
は
別
の

視
点
か
ら
基
礎
概
念
を
論
じ
た
も
の
も
あ
る

4

。
原
則
、
こ
れ
ら
は
本
論

の
射
程
か
ら
外
れ
る
。
一
方
、
そ
れ
以
外
の
諸
研
究
を
見
渡
す
と
、
程

度
の
差
は
あ
れ
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
様
々
な
論
考
や
著
書
に
目
を
配
り
、

あ
る
い
は
そ
れ
以
外
に
も
目
を
向
け
る
と
い
っ
た
踏
み
込
み
が
見
ら
れ

る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
研
究
に
よ
り
基
礎
概
念
が
ど
こ
ま
で
解
明
さ

れ
、
ど
れ
ほ
ど
の
共
通
認
識
が
生
ま
れ
た
か
と
い
え
ば
、
多
く
の
点
で

一
致
に
至
っ
て
い
な
い
の
が
実
状
で
あ
ろ
う
。
基
礎
概
念
の
役
割
ひ
と

つ
を
見
て
も
、
こ
れ
を
藝
術
意
思
の
﹁
構
成
契
機
﹂
と
す
る
説
、﹁
解

釈
者
の
も
つ
認
識
技
法
上
の
作
業
概
念
﹂
と
す
る
説
、﹁［
美
術
作
品
に

具
わ
る
］
広
範
な
諸
特
性
を
先
取
り
す
る
﹂
概
念
と
す
る
説
、﹁
美
術

家
の
様
式
意
志
︵Stilw

illen

︶
を
表
す
﹂
概
念
と
す
る
説
な
ど
が
立
ち

並
び
、
収
斂
の
気
配
は
見
ら
れ
な
い

5

。

右
の
状
況
を
見
る
や
、
何
ら
か
の
共
通
認
識
か
ら
出
発
す
る
こ
と
は

不
可
能
に
な
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
み
ず
か
ら
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
論
述

に
向
き
合
い
、
自
立
的
な
理
解
に
努
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
過

程
で
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
最
も
近
く
に
あ
っ
た
エ
ド
ガ
ー
・
ヴ
ィ
ン
ト

︵1900 –71

︶
に
、
本
論
は
注
目
す
る
。
基
礎
概
念
に
対
す
る
ヴ
ィ
ン
ト

の
寄
与
は
大
き
く
、
基
礎
概
念
の
半
ば
は
彼
と
の
合
作
と
い
い
う
る
ほ

ど
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
理
由
で
、
本
論
は
ヴ
ィ
ン
ト
に
も
応
分
の
ウ

エ
イ
ト
を
与
え
る
。
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一
・
Ｂ
．
基
礎
概
念
に
付
さ
れ
た
「
美
術
学
的
」
の
意
味

﹁
美
術
学
的
基
礎
概
念
﹂
に
移
る
。
こ
の
語
は
、﹁
美
術
学
的
﹂
と
﹁
基

礎
概
念
﹂
と
い
う
異
な
っ
た
二
つ
の
語
か
ら
成
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
二
つ

の
語
を
そ
れ
ぞ
れ
探
り
、
そ
れ
を
総
合
し
て
全
体
の
意
味
を
捉
え
る
必

要
が
あ
る
。
ま
ず
﹁
美
術
学
的
﹂
を
探
る
。

パ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
、
自
身
の
基
礎
概
念
を
︽
美
術
史
的
︾

︵kun
stgeschichtlich

︶
と
呼
ば
ず
﹁
美
術
学
的
﹂︵kun

stw
issenschaftlich

︶

と
呼
ん
だ
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
。
こ
の
問
題
は
基
礎
概
念
全
体
の
把
握
に

影
響
を
与
え
る
。
し
か
し
筆
者
の
知
る
限
り
、
こ
の
点
を
探
っ
た
研
究

は
見
ら
れ
ず
、﹁
美
術
学
的
﹂
と
さ
れ
た
理
由
も
薄
明
の
域
を
出
て
い

な
い

6

。
そ
れ
ゆ
え
こ
こ
で
は
、﹁
美
術
学
的
﹂
の
意
味
と
併
せ
て
︽
美

術
史
的
︾
と
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
も
問
わ
れ
る
。

当
然
な
が
ら
、
形
容
詞» kun

stw
issen

sch
aftlich

 «

に
は
基
に
な

る
名
詞» K

un
stw

issen
sch

aft «

︵
美
術
学
︶
の
意
味
が
反
映
さ
れ

る
。
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の» kun

stw
issen

sch
aftlich

 «

に
は
、
パ
ノ
フ

ス
キ
ー
の
念
頭
に
存
し
た» K

un
stw

issen
sch

aft «

が
反
映
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
ゆ
え
、﹁
美
術
学
的
基
礎
概
念
﹂
と
﹁
美
術
学
の
基
礎
概
念

︵G
ru

n
d

begriffe d
er K

u
n

stw
issen

sch
aft

︶﹂︵» Pan
ofsky 1925 «, 
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︶
は
同
義
と
さ
れ
る
。
美
術
学
を
無
視
し
て
﹁
美
術
学
的
﹂

の
明
瞭
化
は
可
能
で
な
い
。
基
礎
概
念
と
結
び
な
が
ら
パ
ノ
フ
ス
キ
ー

の
念
頭
に
あ
っ
た» K

un
stw

issen
sch

aft «

を
、
ま
ず
捉
え
な
く
て
は

な
ら
な
い
。

パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
前
に
は
広
狭
二
種
の

︱
精
確
に
は
三
種
の

︱

» K
un

stw
issen

sch
aft «

が
存
在
し
た
。
一
つ
は
広
義
に
﹁
藝
術
学
﹂

と
訳
さ
れ
、
藝
術
領
域
の
全
体
も
し
く
は
複
数
に
携
わ
り
、
他
の
一
つ

は
狭
義
に
﹁
美
術
学
﹂
と
訳
さ
れ
、
一
義
的
に
造
形
領
域
に
携
わ
る
。

広
義
か
ら
狭
義
の
順
に
通
覧
し
、
い
ず
れ
が
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
念
頭
に

あ
っ
た
か
を
探
ろ
う
。

（
一
・
Ｂ
・
１
）「
藝
術
学
」
と
し
て
の» K

unstw
issenschaft «

﹁
藝
術
学
﹂
と
し
て
の» K

un
stw

issen
sch

aft «

は
、
一
九
〇
六
年
、

マ
ク
ス
・
デ
ッ
ソ
ワ
ー
︵1867 –1947

︶
の
提
唱
し
た
﹁
一
般
藝
術
学
﹂

︵allgem
ein

e K
un

stw
issen

sch
aft

︶
に
よ
っ
て
普
及
す
る

7

。
と
は
い
え
、

一
般
藝
術
学
は
二
十
世
紀
に
突
如
現
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
次
に
見
る

と
お
り
、
前
の
世
紀
か
ら
続
く
伝
統
を
背
景
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た

8

。

デ
ッ
ソ
ワ
ー
の
﹁
一
般
藝
術
学
﹂
に
先
行
す
る
一
九
世
紀
の
藝
術

学
は
、
大
学
の
講
義
に
用
い
る
べ
く
カ
ー
ル
・
Ｆ
・
バ
ハ
マ
ン
︵1785 –

1855

︶
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
﹁
藝
術
学
の
一
般
概
要
﹂︵
一
八
一
一
年
︶

に
は
じ
ま
り
、
類
似
の
観
点
に
立
つ
フ
ラ
ン
ツ
・
Ａ
・
ニ
ュ
ス
ラ
イ

ン
︵1776 –1832

︶
の
﹁
藝
術
学
の
手
引
き
﹂︵
一
八
一
九
年
︶
へ
と
繋

が
る

9

。
前
者
は
藝
術
学
を
﹁
全
て
の
藝
術
に
具
わ
る
諸
原
理
と
最
高
法

則
の
説
明
提
示
﹂
と
し
、
後
者
は
﹁
藝
術
の
本
質
と
諸
形
式
に
関
す
る

学
﹂
と
定
義
す
る

0

。
下
っ
て
一
八
四
五
年
、
文
藝
史
家
に
し
て
美
術
史

家
で
あ
る
ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ッ
ト
ナ
ー
︵1821 –82

︶
に
よ
り
新
た
な
﹁
藝
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術
学
﹂
が
唱
え
ら
れ
る
。
彼
は
藝
術
学
を
、
理
論
学
の
視
点
か
ら
﹁
藝

術
理
論
の
詳
細
展
開
﹂
と
す
る
が
、
同
時
に
こ
れ
を
藝
術
史
と
結
び
付

け
、
藝
術
理
論
︵
な
い
し
美
学
︶
と
藝
術
史
の
双
方
を
含
む
﹁
一
個
の

統
一
的
・
有
機
的
な
藝
術
学
﹂
と
す
る

!

。
さ
ら
に
下
り
、
音
楽
学
者
フ
ィ

リ
ッ
プ
・
シ
ュ
ピ
ッ
タ
︵1841 –94

︶
お
よ
び
藝
術
学
者
エ
ル
ン
ス
ト
・

グ
ロ
ッ
セ
︵1862 –1927

︶
の
藝
術
学
が
現
れ
る
。
一
八
八
三
年
、
シ
ュ

ピ
ッ
タ
は
﹁
藝
術
学
の
も
つ
［
哲
学
的
、
物
理
学
的
＝
数
学
的
、
歴
史

学
的
＝
文
献
学
的
な
ど
の
］
異
な
る
方
向
を
一
個
の
自
立
的
全
体
に
向

け
て
統
合
す
る
﹂
必
要
を
唱
え
る

@

。
さ
ら
に
一
八
九
四
年
、
グ
ロ
ッ
セ

は
藝
術
学
を
﹁
藝
術
史
﹂
と
﹁
藝
術
哲
学
﹂
の
結
合
と
主
張
す
る

#

。
ま
た
、

こ
の
学
の
課
題
と
し
て
、﹁
藝
術
の
本
質
﹂・﹁
藝
術
の
諸
動
機
と
諸
条

件
﹂・﹁
藝
術
の
諸
機
能
﹂
の
探
求
を
、
彼
は
挙
げ
る

$

。
そ
し
て
こ
れ
に

続
き
、
デ
ッ
ソ
ワ
ー
の
一
般
藝
術
学
が
現
れ
る
。
彼
は
こ
の
学
に
、﹁
諸

藝
術
の
全
領
域
を
理
論
的
に
研
究
す
る
体
系
学
﹂
と
い
う
定
義
を
与
え

る
と
共
に
、﹁［
詩
学
や
音
楽
学
の
如
き
］
特
殊
体
系
学
の
前
提
、
方
法
、

目
標
を
認
識
論
的
に
吟
味
す
る
﹂・﹁
特
殊
体
系
学
の
最
重
要
成
果
を
取

り
纏
め
て
比
較
す
る
﹂・﹁
藝
術
創
作
、
藝
術
の
起
源
、
諸
藝
術
の
区
分

と
機
能
﹂
を
考
察
す
る
と
い
っ
た
課
題
を
定
め
て
い
る

%

。

こ
の
よ
う
に
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
前
に
は
、
前
世
紀
以
来
の
伝
統
に
支

え
ら
れ
た
広
義
の
、
つ
ま
り
藝
術
学
と
し
て
の» K

un
stw

issen
sch

aft «

が
存
在
し
た
。

（
一
・
Ｂ
・
２
）  「
歴
史
学
的
美
術
学
」
と
し
て
の　
　

 

　
　
　
　

» K
unstw

issenschaft «

﹁
藝
術
学
﹂
と
並
び
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
前
に
は
﹁
美
術
学
﹂
を

表
す
狭
義
の» K

un
stw

issen
sch

aft «

が
存
在
し
た
。
藝
術
学
と
異

な
り
、
こ
れ
は
造
形
領
域
に
携
わ
る
。
た
だ
し
、
美
術
学
と
し
て
の

» K
un

stw
issen

sch
aft «

は
さ
ら
に
二
種
に
分
け
ら
れ
る
。
そ
の
一
つ

は
︽
歴
史
学
的
︾
美
術
学
、
も
う
一
つ
は
︽
体
系
的
︾
美
術
学
で
あ
る
。

前
者
か
ら
述
べ
よ
う
。

﹁
歴
史
学
的
美
術
学

^

﹂
は
、
後
に
﹁
造
形
藝
術
に
携
わ
る
経
験
科
学

&

﹂

と
説
明
さ
れ
る
。
そ
こ
に
は
、﹁
美
術
考
古
学
﹂
と
﹁
美
術
史
﹂
と
が

併
せ
含
ま
れ
た

*

。
そ
の
場
合
、﹁
美
術
考
古
学
﹂
は
﹁
古
典
古
代
に
属

す
諸
民
族
の
文
化
遺
産

(

﹂
を
対
象
と
し
、﹁
美
術
史
﹂
は
﹁
ギ
リ
シ
ア
・

ロ
ー
マ
文
明
没
落
後
の
西
洋
世
界
に
属
す
美
術

)

﹂
を
対
象
と
す
る
。
た

だ
し
、
一
九
世
紀
後
半
に
は
こ
の
二
つ
の
学
を
合
わ
せ
た
﹁
一
般
美
術

史
﹂︵allgem

ein
e K

un
stgesch

ich
te

︶
が
唱
え
ら
れ
、
古
代
を
含
む

あ
ら
ゆ
る
時
代
を
﹁
美
術
史
﹂
の
一
語
に
ま
と
め
た
例
が
複
数
並
ぶ

a

。

歴
史
学
的
美
術
学
は
、
一
九
世
紀
の
間
に
﹁
美
術
史
﹂
の
同
義
語
と

な
る
。

右
の
意
味
で
の
﹁
美
術
学
﹂
は
、
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
マ
ン
︵1717 –68

︶

の
考
古
学
的
研
究
を
指
す
語
と
し
て
、
一
八
世
紀
、
ヘ
ル
ダ
ー
︵1744 –

1803

︶
の
文
中
に
現
れ
る

b

。
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
マ
ン
以
来
の
、
こ
の
学
の
展

開
に
ふ
れ
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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一
九
世
紀
の
状
況
を
詳
し
く
録
し
た
事
典
記
述
に
よ
れ
ば
、
一
九
世

紀
末
に
至
る
歴
史
学
的
美
術
学
の
展
開
は
三
期
に
分
け
ら
れ
る

c

。
一
八

世
紀
後
半
の
第
一
期
は
、
い
ま
述
べ
た
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
マ
ン
の
﹃
古
代
美

術
史

d
﹄
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
、
考
古
学
的
性
格
を
も
つ
レ
ッ
シ
ン
グ

︵1729 –81
︶
や
ゲ
ー
テ
︵1749 –1832

︶
も
そ
こ
に
含
ま
れ
る
。
こ
の
時

期
は
考
古
学
的
研
究
の
時
期
と
い
え
る
。
次
い
で
、
一
九
世
紀
半
ば
過

ぎ
に
及
ぶ
第
二
期
に
は
、
ル
ー
モ
ー
ル
︵1785 –1843

︶、
カ
ー
ル
・
シ
ュ

ナ
ー
ゼ
︵1798 –1875

︶、
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
︵1818 –97

︶
な
ど
が
数
え
ら

れ
る

e

。
こ
の
時
期
に
は
、﹁
審
美
的
見
地
に
立
つ
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
テ
ィ
ズ

ム
﹂
や
﹁
文
書
の
寄
せ
集
め
﹂
が
見
ら
れ
る

f

。
そ
し
て
一
九
世
紀
後
半
、

﹁
す
ぐ
れ
て
批
判
的
か
つ
専
門
化
的
な
時
代

g

﹂
と
さ
れ
る
第
三
期
が
幕

を
開
け
る
。
後
に
も
言
及
す
る
ア
ン
ト
ン
・
シ
ュ
プ
リ
ン
ガ
ー
︵1825 –

91

︶、
ユ
リ
ウ
ス
・
マ
イ
ヤ
ー
︵1830 –93

︶、
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ヴ
ォ
ル

ト
マ
ン
︵1841 –80

︶
ら
が
こ
の
時
期
に
属
す

h

。
ま
た
、
こ
の
時
期
に

看
過
し
え
な
い
の
は
、
一
八
七
三
年
、
美
術
学
を
テ
ー
マ
と
す
る
︽
専

門
家
会
議

i

︾
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て» K

un
stw

issen
sch

aft «

を
誌
名
に
掲
げ
た
︽
専
門
学
術
誌

j

︾
が
順
次
創
刊
を
み
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
ら
の
学
術
誌
が
美
術
史
︵
な
い
し
美
術
考
古
学
と
美
術
史
︶
の
た

め
に
創
刊
さ
れ
、
誌
名
の» K

un
stw

issen
sch

aft «

が
﹁
歴
史
学
的
美

術
学
﹂
を
意
味
し
た
こ
と
に
は
複
数
の
証
言
が
あ
る

k

。

こ
う
し
た
経
緯
を
背
景
に
秘
め
な
が
ら
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
前
に
は

歴
史
学
的
美
術
学
と
し
て
の» K

un
stw

issen
sch

aft «

が
存
在
し
た
。

（
一
・
Ｂ
・
３
）  「
体
系
的
美
術
学
」
と
し
て
の　
　

 

　
　
　

» K
unstw

issenschaft «

狭
義
の» K

un
stw

issen
sch

aft «

に
は
、
歴
史
学
的
美
術
学
に
併
走

す
る
も
う
一
つ
の
﹁
美
術
学
﹂
が
あ
っ
た
。
一
九
世
紀
後
半
に
現
れ
る

そ
れ
は
、
多
く
は
単
に
﹁
美
術
学
﹂、
時
に
﹁
特
殊
な
美
術
学

l

﹂
と
呼

ば
れ
た
が
、
オ
ス
カ
ー
・
ヴ
ル
フ
︵1864 –1946

︶
に
至
っ
て
﹁
体
系

的
美
術
学

m

﹂︵system
atisch

e K
un

st w
issen

sch
aft

︶
と
命
名
さ
れ
る
。

便
宜
上
、
本
論
で
は
こ
の
名
を
用
い
る
。
ま
ず
、
そ
れ
は
い
か
な
る
学

で
あ
っ
た
か
。

歴
史
学
的
美
術
学
と
は
異
な
り
、
体
系
的
美
術
学
は
二
重
性
を
も
つ
。

専
門
事
典
の
語
を
借
り
れ
ば
、
そ
れ
は
﹁
歴
史
学
的
・
文
献
学
的
対
象

調
査
﹂
と
﹁
本
質
探
求
﹂
に
よ
っ
て
成
る
二
重
性
で
あ
る

n

。
体
系
的
美

術
学
に
は
こ
の
二
つ
の
研
究
層
が
含
ま
れ
る
。
直
ち
に
分
か
る
と
お
り
、

前
の
層
は
歴
史
学
的
美
術
史
に
一
致
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
体
系
的
美

術
学
は
純
粋
の
思
弁
学
と
区
別
さ
れ
る
。
一
方
、
後
の
層
の
﹁
本
質
﹂

︵W
esen

︶
に
は
、
ア
ウ
グ
ス
ト
・
シ
ュ
マ
ル
ゾ
ウ
︵1853 –1936

︶
に

よ
る
﹁
本
質
﹂
の
定
義
、
す
な
わ
ち
﹁
作
品
す
べ
て
の
源
と
な
り
、
い

ま
も
源
で
あ
り
続
け
る
創
造
活
動
の
統
一
性

o

﹂
と
い
う
定
義
が
当
て
は

ま
る
。﹁
本
質
﹂
は
、
造
形
領
域
ご
と
の
創
造
活
動
が
統
一
的
に
具
え

る
契
機
と
理
解
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
本
質
探
究
に
よ
り
、
体
系
的
美

術
学
は
歴
史
学
的
美
術
史
か
ら
も
区
別
さ
れ
、
独
自
の
学
と
な
る
。
体

系
的
美
術
学
は
こ
の
二
重
性
を
特
徴
と
す
る
。
で
は
、
こ
の
特
異
な
二
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重
性
は
一
体
ど
こ
か
ら
き
た
の
で
あ
る
か
。

体
系
的
美
術
学
の
二
重
性
は
、
上
述
の
美
術
史
家
ア
ン
ト
ン
・
シ
ュ

プ
リ
ン
ガ
ー
に
さ
か
の
ぼ
る

p

。
一
八
六
七
年
、﹁
美
術
鑑
定
家
と
美
術

史
家
﹂
の
中
で
、
シ
ュ
プ
リ
ン
ガ
ー
は
美
術
史
の
改
革
を
唱
え
る
。
そ

の
狙
い
は
、﹁
美
術
史
の
も
つ
厳
格
な
学
問
的
性
格
を
⋮
⋮
美
術
鑑
定

家
た
ち
か
ら
守
る

q

﹂
こ
と
に
あ
っ
た
。
し
か
し
同
時
に
、
そ
れ
は
い
ま

述
べ
た
二
重
性
の
源
泉
と
も
な
る
。

シ
ュ
プ
リ
ン
ガ
ー
の
改
革
案
は
、﹁
美
術
鑑
定
家
﹂︵K

un
stken

n
er

︶

に
対
す
る
批
判
か
ら
生
ま
れ
る

r

。
問
題
は
鑑
定
家
た
ち
の
方
法
に
あ
っ

た
。
シ
ュ
プ
リ
ン
ガ
ー
に
よ
れ
ば
、
こ
の
人
々
の
鑑
定
方
法
の
軸
は
﹁
外

に
現
れ
た
具
体
的
徴
標

s

﹂
を
頼
り
に
﹁
あ
る
大
家
の
真
作
と
出
所
の
疑

わ
れ
る
諸
作
と
を
比
較
す
る

t

﹂
と
こ
ろ
に
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た

外
的
徴
標
へ
の
依
存
は
、
徴
標
の
類
似
性
に
起
因
す
る
混
同

︱
た
と

え
ば
ル
イ
ー
ニ
︵B

ern
ardin

o L
uin

i, ca. 1480/90 – ca. 1532

︶
と
レ

オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
と
の
混
同
や
エ
ー
ク
ハ
ウ
ト
︵G

erbran
dt 

van
 der E

eckh
out, 1621 –74

︶
と
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
と
の
混
同

u

︱
を

招
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
シ
ュ
プ
リ
ン
ガ
ー
は
外
的
徴
標
を
越
え
た
理
解

の
必
要
を
主
張
し
、
そ
う
し
た
理
解
を
美
術
史
に
求
め
よ
う
と
す
る
。

そ
し
て
こ
れ
を
実
現
す
べ
く
、
彼
は
美
術
史
に
二
つ
の
課
題
を
定
め
る
。

そ
の
一
つ
は
﹁［
美
術
家
の
］
心
理
的
特
徴
付
け
﹂
と
さ
れ
、﹁
美
術
家

た
ち
の
想
像
の
内
に
い
か
な
る
着
想
が
存
し
、
そ
れ
を
彼
ら
が
い
か
な

る
形
で
包
み
、［
創
作
］
活
動
で
彼
ら
が
い
か
な
る
歩
調
を
と
り
、
い

か
な
る
目
標
を
め
ざ
し
た
か
﹂
を
示
す
と
い
う
課
題
で
あ
っ
た

v

。
そ
し

て
も
う
一
つ
は
﹁
文
化
史
的
考
察
﹂
と
さ
れ
、
美
術
家
の
生
き
た
世
界

に
関
わ
り
な
が
ら
﹁
美
術
家
た
ち
⋮
⋮
の
呼
吸
し
た
空
気
、
活
動
し
た

環
境
、
彼
ら
を
つ
か
さ
ど
っ
て
栄
え
さ
せ
た
土
壌
﹂
を
明
ら
か
に
す
る

と
い
う
課
題
で
あ
っ
た

w

。
こ
れ
ら
の
課
題
を
掲
げ
る
こ
と
で
、
シ
ュ
プ

リ
ン
ガ
ー
は
美
術
史
の
改
革
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。

シ
ュ
プ
リ
ン
ガ
ー
に
よ
る
二
つ
の
課
題
の
内
、
注
目
す
べ
き
は
最
初

の
﹁
心
理
的
特
徴
付
け
﹂
で
あ
る
。
後
の
﹁
文
化
史
的
考
察
﹂
は
、
一

般
に
﹁
年
代
記
の
編
纂

x

﹂
と
の
み
見
ら
れ
が
ち
で
あ
っ
た
歴
史
学
的
美

術
史
の
深
化
を
図
る
も
の
で
あ
り
、
異
な
る
視
点
に
立
つ
も
の
で
は
な

い
。
対
し
て
最
初
の
課
題
に
は
、
歴
史
学
と
異
な
る
心
理
学
的
視
点
へ

の
接
近
が
見
ら
れ
る
。
シ
ュ
プ
リ
ン
ガ
ー
に
よ
る
ふ
た
つ
の
課
題
に
は
、

視
点
の
二
重
性
、
研
究
の
二
層
性
が
萌
芽
の
形
で
認
め
ら
れ
る
。
そ

し
て
十
年
の
後
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ル
ト
ヴ
ィ
ヒ
︵1829 –97

︶
に
よ
る

﹁
美
術
学
﹂
の
構
想
が
現
れ
る
。
ル
ト
ヴ
ィ
ヒ
は
、﹁
最
新
の
美
術
史
研

究

y

﹂
に
言
及
し
つ
つ
、
シ
ュ
プ
リ
ン
ガ
ー
と
平
行
に
﹁
文
化
史
と
の
固

い
結
び
付
き

z

﹂
を
美
術
史
に
認
め
、
そ
の
役
割
を
﹁［
創
作
］
行
為
の

内
的
動
機
と
実
現
の
手
だ
て
を
⋮
⋮
理
解
さ
せ
る
細
部
の
蓄
積

+

﹂
に
限

定
す
る
。
そ
の
上
で
、
彼
は
﹁
美
術
学
﹂
に
﹁
二
重
の
道

,

﹂
を
明
記
す

る
。
一
つ
の
道
は
、
い
ま
述
べ
た
美
術
史
に
よ
る
蓄
積
を
﹁
下
準
備

/

﹂

︵Vorarbeit
︶
と
し
て
受
け
容
れ
る
道
で
あ
る
。
そ
し
て
も
う
一
つ
は
、

再
び
シ
ュ
プ
リ
ン
ガ
ー
と
平
行
に
、
歴
史
学
的
美
術
史
と
は
︽
別
の
視



7

意味への道標（1）

（116）

点

=

︾
に
立
っ
て
創
作
の
﹁
内
的
動
機
﹂
そ
の
他
へ
向
か
う
道
で
あ
る
。

美
術
学
は
、
こ
の
﹁
二
重
の
道
﹂
の
上
に
成
立
す
る
。

シ
ュ
プ
リ
ン
ガ
ー
に
萌
芽
的
に
現
れ
た
二
重
性
は
、
ル
ト
ヴ
ィ
ヒ
に

お
い
て
構
造
化
さ
れ
る
。
上
述
し
た
体
系
的
美
術
学
の
二
重
性
が
、
こ

こ
に
確
立
さ
れ
る
。
美
術
史
的
視
点
と
︽
別
の
視
点
︾
と
か
ら
成
る
二

重
性
は
、
歴
史
学
的
美
術
史
の
反
発
と
批
判
を
呼
び
起
こ
し
な
が
ら
、

確
固
と
し
て
体
系
的
美
術
学
に
堅
持
さ
れ
て
い
く

A

。
た
だ
し
、
こ
の
二

重
性
は
、
単
な
る
視
点
の
重
な
り
だ
け
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。

︽
別
の
視
点
︾
は
、﹁
美
術
史
の
不
足
を
補
い
深
め
る

B

﹂
補
完
の
役
割
も

担
う
の
で
あ
る
。
二
重
性
に
伴
う
こ
の
補
完
的
関
係
も
、
体
系
的
美
術

学
の
特
徴
に
数
え
ら
れ
る
。

で
は
、
体
系
的
美
術
学
に
与
え
ら
れ
た
︽
別
の
視
点
︾
に
は
、
具
体

的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
か
。
実
際
に
現
れ
た
︽
別
の
視
点
︾

は
多
岐
に
わ
た
る
。
シ
ュ
マ
ル
ゾ
ウ
他
に
は
︽
美
学
的
︾
視
点
が
見
ら

れ
る

C

。
別
の
場
面
で
は
、
同
じ
シ
ュ
マ
ル
ゾ
ウ
が
︽
身
体
構
造
的
＝
創

作
心
理
的
︾
視
点
に
立
つ

D

。
身
体
構
造
を
切
り
離
し
た
︽
創
作
心
理

学
的
︾
視
点
は
ヴ
ル
フ
に
見
ら
れ
る

E

。︽
精
神
史
的
︾
視
点
に
立
つ
例

も
一
つ
な
ら
ず
存
在
す
る

F

。
さ
ら
に
は
、
同
時
に
複
数
の
視
点
に
立
つ

例
も
見
出
さ
れ
る

G

。
こ
の
よ
う
に
、︽
別
の
視
点
︾
は
多
岐
に
わ
た
る
。

と
は
い
え
、
美
術
史
的
視
点
を
補
完
し
な
が
ら
、
そ
れ
が
二
重
性
を
生

む
点
に
変
わ
り
は
な
い
。

前
述
し
た
二
つ
の» K

un
stw

issen
sch

aft «

と
並
び
、
こ
こ
に
見
た

︽
体
系
的
美
術
学
︾
と
し
て
の
そ
れ
も
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
前
に
確
固

と
し
て
存
在
し
た
。

（
一
・
Ｂ
・
４
）  

パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
念
頭
に
置
か
れ
て
い
た　
　

 

　
　
　

» K
unstw

issenschaft «

の
特
定

パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
前
に
存
在
し
、
彼
の
視
野
に
入
り
え
た

» K
un

stw
issen

sch
aft «

を
見
た
。
で
は
、
基
礎
概
念
と
結
び
付
き
な

が
ら
彼
の
念
頭
に
置
か
れ
て
い
た
の
は
、
そ
の
い
ず
れ
で
あ
っ
た
か
。

ま
ず
、﹁
藝
術
学
﹂
と
し
て
の» K

un
stw

issen
sch

aft «

で
あ
る
。
端

的
に
い
え
ば
、
基
礎
概
念
と
の
結
び
付
き
を
考
え
る
限
り
、
パ
ノ
フ
ス

キ
ー
の
念
頭
に
﹁
藝
術
学
﹂
の
あ
っ
た
可
能
性
は
限
り
な
く
薄
い
。
も

と
よ
り
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
デ
ッ
ソ
ワ
ー
に
よ
る
﹃
美
学
お
よ
び
一

般
藝
術
学
年
報
﹄︵Z

Ä
K

︶
に
論
考
を
投
稿
し
て
お
り
、
こ
の
点
か
ら

も
、
彼
が
藝
術
学
を
熟
知
し
て
い
た
こ
と
は
当
然
と
い
え
る
。
し
か
し

パ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
、
基
礎
概
念
を
明
確
に
﹁
造
形
藝
術
・
工
藝
・
建
築

を
拘
束
す
る
諸
条
件
の
も
と
﹂︵» Pan

ofsky 1925 «, p. 132

︶
に
据
え

る
一
方
、
音
楽
や
演
劇
な
ど
、
他
の
藝
術
領
域
に
は
こ
れ
を
全
く
関
係

さ
せ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
基
礎
概
念
と
﹁
藝
術
学
﹂
を
結
び
付
け
よ
う

と
す
る
や
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
こ
の
基
本
姿
勢
と
の
間
に
矛
盾
が
生
じ

る
の
で
あ
る
。
一
般
藝
術
学
に
せ
よ
先
行
の
そ
れ
に
せ
よ
、
基
礎
概
念

と
は
結
び
付
か
な
い
。
こ
の
理
由
で
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
念
頭
に
あ
っ

た» K
un

stw
issen

sch
aft «

が
﹁
藝
術
学
﹂
で
あ
っ
た
可
能
性
は
失
わ
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れ
る

H

。
次
に
﹁
歴
史
学
的
美
術
学
﹂
と
し
て
の
、
つ
ま
り
は
美
術
史
と
し
て

の» K
un

stw
issen

sch
aft «

は
ど
う
か
。
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
基
礎
概
念

を
造
形
領
域
に
限
定
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
藝
術
学
の
場
合
に
比
べ
、
こ
の

可
能
性
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
以
下
に
述
べ
る
と
お
り
、
こ

の
可
能
性
も
き
わ
め
て
薄
い
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

ま
ず
、
ヴ
ェ
ル
フ
リ
ン
を
論
じ
た
論
考
の
中
で
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
は

﹁
美
術
学
﹂・﹁
美
術
史
﹂・﹁
藝
術
哲
学
﹂︵K

un
stph

ilosoph
ie

︶
の
三

つ
を
並
列
さ
せ
、﹁
美
術
学
の
問
題
に
関
す
る
ヴ
ェ
ル
フ
リ
ン
の
考
え
﹂

︵» Pan
ofsky 1915 «, p. 460

︶
に
美
術
史
も
藝
術
哲
学
も
応
え
て
い
な

い
旨
を
述
べ
る

I

。
美
術
史
と
藝
術
哲
学
が
特
に
名
指
し
さ
れ
た
の
は
、

﹁
ヴ
ェ
ル
フ
リ
ン
の
考
え
﹂
が
﹁
哲
学
的
＝
綱
領
的
︵ph

ilosoph
isch

- 

program
m

atisch

︶﹂︵
同
前p. 461

︶
と
﹁
実
践
的
＝
歴
史
学
的

︵praktisch
-h

istorisch

︶﹂︵
同
︶
と
い
う
二
つ
の
部
分
に
よ
っ
て
成
り
、

前
者
が
藝
術
哲
学
、
後
者
が
美
術
史
と
明
白
に
繋
が
る
ゆ
え
で
あ
る
。

し
か
し
そ
れ
以
上
に
明
白
な
の
は
、﹁
美
術
学
﹂
と
﹁
美
術
史
﹂
の
区

別
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、︽
美
術
学
︾
に
関
わ
る
ヴ
ェ
ル
フ
リ
ン
の
考

え
と
、
そ
れ
に
応
答
し
な
い
︽
美
術
史
︾
と
が
鮮
や
か
に
分
割
さ
れ
て

い
る
。
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
に
よ
り
、
こ
の
二
つ
が
異
な
る
学
と
見
ら
れ
て

い
た
こ
と
は
自
明
で
あ
ろ
う
。

﹁
美
術
学
﹂
と
﹁
美
術
史
﹂
の
区
別
は
、
関
係
論
考
で
も
明
瞭
で
あ

る
。
こ
の
論
考
で
は
、
ま
ず
﹁
歴
史
学
的
分
野
﹂︵» Pan

ofsky 1925 «, 

p. 153

︶
に
あ
る
﹁
純
然
た
る
経
験
的
美
術
史
﹂︵
同p. 158

︶
つ
ま
り

﹁
事
象
学
︵D

in
gw

issen
sch

aft

︶
と
し
て
の
美
術
史
﹂︵
同p. 152

︶
が

述
べ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、﹁［
作
品
の
名
で
］
素
材
と
し
て
与
え
ら
れ
た

事
実
状
況
の
明
瞭
化
と
解
釈
﹂︵
同p. 153

︶
に
携
わ
る
。
次
い
で
、
こ

の
﹁
美
術
史
﹂
に
﹁
美
術
学
的
考
察
法
﹂︵
同
前
︶
が
対
置
さ
れ
る

J

。

こ
れ
は
、﹁
様
式
に
関
す
る
本
質
﹂︵
同
前
︶
す
な
わ
ち
﹁
藝
術
意
思
﹂

︵
同
︶
の
明
瞭
化
と
解
釈
に
携
わ
る
。
説
明
の
要
な
く
、
対
置
さ
れ
た

﹁
美
術
史
﹂
と
﹁
美
術
学
﹂︵
美
術
学
的
考
察
法
︶
は
別
の
も
の
と
な
る
。

両
者
は
考
察
対
象
を
異
に
し
、
方
法
も
異
に
す
る
。

右
の
と
お
り
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
自
身
の
言
明
に
よ
り
、
彼
の
念
頭
に

あ
っ
た» K

un
stw

issen
sch

aft «

が
﹁
美
術
史
﹂
で
あ
る
可
能
性
も
ほ

ぼ
消
滅
す
る
。
す
る
と
、
残
る
の
は
﹁
体
系
的
美
術
学
﹂
の
可
能
性
の

み
に
な
る
。

単
な
る
消
去
法
を
越
え
て
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
い
う

» K
un

stw
issen

sch
aft «

に
は
﹁
体
系
的
美
術
学
﹂
の
刻
印
が
明
瞭
に

認
め
ら
れ
る
。
ヴ
ェ
ル
フ
リ
ン
を
論
じ
た
前
掲
の
論
考
に
も
、
そ
れ
は

見
出
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
ヴ
ェ
ル
フ
リ
ン
の
考
え
が
﹁
美
術
学
の
問

題
﹂
と
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
し
、
ヴ
ェ
ル
フ
リ
ン
自
身
は
自
己
の
考
え

を
﹁
一
層
新
し
い
美
術
史

K

﹂
と
呼
ぶ
。﹁
美
術
学
﹂
と
す
る
の
は
、
パ

ノ
フ
ス
キ
ー
で
あ
っ
て
ヴ
ェ
ル
フ
リ
ン
で
は
な
い
。
で
は
、
何
ゆ
え
パ

ノ
フ
ス
キ
ー
は
美
術
史
と
せ
ず
﹁
美
術
学
﹂
と
し
た
の
か
。
理
由
は
明

ら
か
で
あ
ろ
う
。
上
述
の
と
お
り
、
ヴ
ェ
ル
フ
リ
ン
の
考
え
は
﹁
哲
学
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的
部
分
﹂
と
﹁
歴
史
学
的
部
分
﹂
を
内
包
し
た
。
こ
れ
は
、︽
歴
史
学

的
視
点
︾
と
︽
別
の
視
点
︾
を
含
む
体
系
的
美
術
学
の
二
重
性
に
合
致

す
る
。
し
か
も
、
時
代
ご
と
の
﹁
視
る
方
式

L

﹂︵Seh
w

eise

︶
を
表
現

形
式
の
基
盤
に
据
え
る
﹁
哲
学
的
部
分
﹂
は
、
表
現
形
式
そ
の
も
の
を

扱
う
﹁
歴
史
学
的
部
分
﹂
の
補
完
役
を
担
う
。
こ
の
点
で
も
、
そ
れ
は

体
系
的
美
術
学
に
合
致
す
る
。
ヴ
ェ
ル
フ
リ
ン
の
考
え
を
、
パ
ノ
フ
ス

キ
ー
が
﹁
美
術
学
﹂
と
判
定
し
た
理
由
は
こ
こ
に
求
め
ら
れ
る
。
同
時

に
、
判
定
の
基
準
と
な
っ
た
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
自
身
の
︽
美
術
学
像
︾
も
、

こ
れ
に
よ
り
判
明
す
る
。
そ
れ
は
、
二
重
性
と
補
完
的
関
係
を
具
え
た

﹁
体
系
的
美
術
学
﹂
以
外
に
な
い
。

同
じ
刻
印
は
、
藝
術
意
思
を
め
ぐ
る
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
自
身
の
理
論
に

も
、
一
層
拡
大
さ
れ
て
現
れ
る
。
先
に
見
取
図
を
示
せ
ば
、
藝
術
意

思
の
問
題
は
、
そ
も
そ
も
彼
に
と
っ
て
﹁
美
術
学
﹂
の
問
題
系
に
属
す

も
の
で
あ
っ
た

M

。
た
だ
し
、
作
品
に
即
し
て
藝
術
意
思
を
具
体
的
に
捉

え
る
に
は
、
体
系
的
美
術
学
を
基
に
し
た
拡
充
が
必
要
と
な
る
。
必
要

な
の
は
、
藝
術
意
思
の
解
釈
に
見
合
う
概
念
の
構
築
で
あ
る
。
パ
ノ
フ

ス
キ
ー
は
、︽
概
念
構
築
︾
を
独
立
化
さ
せ
て
体
系
的
美
術
学
に
補
う
。

そ
れ
ゆ
え
、
拡
大
さ
れ
た
体
系
的
美
術
学
の
刻
印
が
彼
の
美
術
学
に
現

れ
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
従
来
の
二
重
性
に
概
念
構
築
が
加
え

ら
れ
、
新
た
に
︽
三
重
性
︾
が
形
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
見

よ
う
。

上
述
の
と
お
り
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
、
事
実
状
況
に
携
わ
る
﹁
事
象

学
と
し
て
の
美
術
史
﹂
と
藝
術
意
思
に
携
わ
る
﹁
美
術
学
的
考
察
法
﹂

と
を
対
置
さ
せ
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
前
者
は
体
系
的
美
術
学
の
︽
歴

史
学
的
視
点
︾、
後
者
は
︽
別
の
視
点
︾
に
相
当
す
る
。
こ
こ
に
、
い

ま
述
べ
た
概
念
の
構
築
が
加
え
ら
れ
る
。
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
、
概
念
構

築
を
﹁
美
術
理
論
︵K

un
stth

eorie

︶﹂︵» Pan
ofsky 1925 «, p. 152 

et al.

︶
の
名
の
も
と
に
独
立
さ
せ
、
美
術
学
的
考
察
法
の
﹁
下
部
構
造
﹂

︵
同p. 158 f, n

. 1

︶
に
位
置
づ
け
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
す
べ
て
の
構
成

要
素
が
揃
う
。
さ
ら
に
彼
は
、
美
術
学
的
考
察
法
に
﹁
美
術
理
論
と
事

象
学
と
し
て
の
美
術
史
と
を
結
び
付
け
る
﹂︵
同
前p. 155, n

. 1

︶
役

割
を
与
え
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
美
術
学
的
考
察
法
を
軸
に
す
べ
て
の
構

成
要
素
が
結
び
付
き
、
特
有
の
三
重
性
が
生
ま
れ
る
。
パ
ノ
フ
ス
キ
ー

の
美
術
学
は
、
こ
の
よ
う
な
三
重
性
を
内
包
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

右
の
と
お
り
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
美
術
学
に
は
拡
大
さ
れ
た
体
系
的
美

術
学
の
刻
印
が
確
認
さ
れ
る
。
体
系
的
美
術
学
と
彼
の
繋
が
り
を
、
そ

れ
は
雄
弁
に
物
語
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
基
礎
概
念
と
結
び
付
い
て
パ
ノ

フ
ス
キ
ー
の
念
頭
に
あ
っ
た» K

un
stw

issen
sch

aft «

は
﹁
体
系
的
美

術
学
﹂
に
特
定
さ
れ
る
。

（
一
・
Ｂ
・
５
）
基
礎
概
念
に
付
さ
れ
た
「
美
術
学
的
」
の
意
味

基
礎
概
念
に
付
さ
れ
た
﹁
美
術
学
的
﹂
の
意
味
を
明
瞭
化
す
べ
く
、

パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
念
頭
に
あ
る
﹁
美
術
学
﹂
を
探
っ
た
。
そ
の
結
果
、

体
系
的
美
術
学
と
繋
が
り
な
が
ら
独
自
の
三
重
性
を
有
す
る
美
術
学
が
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捉
え
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
﹁
美
術
学
﹂
の
独
自
性
は
、
当
然
﹁
美
術

学
的
﹂
に
反
映
さ
れ
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
﹁
美
術
学
的
﹂
の
意
味
と
、

さ
ら
に
は
基
礎
概
念
が
︽
美
術
史
的
︾
で
な
く
﹁
美
術
学
的
﹂
と
さ
れ

た
理
由
を
探
る
。

パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
美
術
学
に
は
三
重
の
過
程
が
含
ま
れ
た
。
そ
れ
は

︽
事
象
学
的
美
術
史
︾
の
過
程
、︽
美
術
理
論
︾
の
過
程
、︽
美
術
学
的

考
察
法
︾
の
過
程
で
あ
っ
た
。
す
る
と
、
ま
ず
こ
の
時
点
で
、﹁
美
術

学
的
﹂
に
与
え
ら
れ
た
意
味
の
大
枠
が
把
握
可
能
に
な
る
。
こ
の
語
の

大
枠
的
意
味
は
、︽
三
重
の
過
程
を
内
包
し
た
美
術
学
に
関
わ
る
︾
か
、

あ
る
い
は
︽
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
美
術
学
に
内
包
さ
れ
た
三
重
の
過
程
に
関

わ
る
︾
と
い
う
ほ
ど
と
捉
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
語
の
用
法
に
注
目
す

る
と
、
さ
ら
な
る
意
味
の
限
定
が
可
能
に
な
る
。

パ
ノ
フ
ス
キ
ー
美
術
学
の
︽
三
重
の
過
程
︾
を
挙
げ
た
が
、﹁
美
術

学
的
﹂
は
決
し
て
そ
の
す
べ
て
に
使
用
さ
れ
て
は
い
な
い
。
こ
の
語
は
、

︽
美
術
学
的
考
察
法
︾
に
使
用
さ
れ
な
が
ら
︽
事
象
学
的
美
術
史
︾
に

用
い
ら
れ
ず
、︽
美
術
理
論
︾
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
。
さ
ら
に
、

﹁
美
術
学
的
認
識
﹂
に
代
表
さ
れ
る
名
詞
と
の
結
び
付
き
を
見
て
も
、

﹁
美
術
学
的
﹂
は
ご
く
限
ら
れ
た
名
詞
に
し
か
結
び
付
け
ら
れ
ず
、
限

定
さ
れ
た
論
脈
の
中
に
し
か
現
れ
な
い

N

。
こ
の
よ
う
な
限
定
性
の
高
さ

は
、
こ
の
語
の
使
用
と
不
使
用
と
の
間
に
明
確
な
境
界
の
存
在
し
た
こ

と
を
物
語
っ
て
い
る
。﹁
美
術
学
的
﹂
の
意
味
を
捉
え
る
上
に
、
こ
の

境
界
の
見
定
め
は
重
要
な
意
義
を
も
つ
。
で
は
、﹁
美
術
学
的
﹂
の
使

用
と
不
使
用
を
分
か
つ
境
界
と
は
何
か
。

手
掛
か
り
は
、
最
も
見
通
し
の
よ
い
事
例
の
中
に
見
出
さ
れ
る
。
事

例
と
は
、
同
じ
く
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
美
術
学
に
含
ま
れ
な
が
ら
﹁
美
術
学

的
﹂
の
付
さ
れ
た
過
程
と
付
さ
れ
な
い
過
程
で
あ
り
、
境
界
と
は
双
方

の
過
程
を
分
か
つ
も
の
、
角
度
を
変
え
れ
ば
、
前
者
の
過
程
に
あ
っ
て

後
者
に
な
い
も
の
で
あ
る
。

﹁
美
術
学
的
﹂
の
付
さ
れ
る
過
程
と
付
さ
れ
な
い
過
程
と
を
比
較
す

る
に
は
、
す
べ
て
の
過
程
の
︽
考
察
対
象
︾
と
︽
考
察
方
式
︾
を
列
挙

す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
ず
︽
考
察
対
象
︾
と
し
て
、
事
象
学
的
美
術
史

に
は
前
記
の
﹁
事
実
状
況
﹂、
美
術
理
論
に
は
﹁
基
礎
概
念
﹂︵
お
よ
び

そ
こ
か
ら
派
生
す
る
﹁
特
殊
概
念
﹂︶
が
定
め
ら
れ
る
。
次
に
︽
考
察

方
式
︾
と
し
て
、
事
実
状
況
に
携
わ
る
事
象
学
的
美
術
史
に
は
﹁
注
視

︵B
eobach

tun
g

︶﹂︵» Pan
ofsky 1925 «, p. 147

︶
と
﹁
特
徴
付
け

︵C
h

arakteristik

︶﹂︵
同p. 151

︶、
概
念
に
携
わ
る
美
術
理
論
に
は
﹁
概

念
の
非
感
性
的
思
弁
︵Spekulation

︶﹂︵
同p. 152

︶
が
指
定
さ
れ
る
。

前
者
の
﹁
注
視
﹂
は
美
術
的
現
象
の
諸
性
質
を
注
視
吟
味
す
る
こ
と
、

﹁
特
徴
付
け
﹂
は
注
視
の
成
果
に
あ
る
特
徴
を

︱
そ
れ
も
様
式
上
の

特
徴
と
し
て

︱
付
与
す
る
こ
と
を
い
う
。
前
記
の
と
お
り
、
こ
の
二

つ
の
過
程
に
﹁
美
術
学
的
﹂
は
付
さ
れ
な
い
。
そ
れ
に
対
し
、
こ
の
語

の
付
さ
れ
る
美
術
学
的
考
察
法
の
過
程

︱
以
下
﹁
美
術
学
的
考
察
過

程
﹂
︱
を
見
る
と
、
考
察
対
象
は
﹁
藝
術
意
思
﹂、
考
察
方
式
は
﹁
解

釈
的
考
察
方
式
︵in

terpretieren
de B

etrach
tun

gsw
eise

︶﹂︵
同
前



11

意味への道標（1）

（112）

p. 153/155, n
. 1/156

︶
と
さ
れ
る
。

で
は
、
右
の
内
、
美
術
学
的
考
察
過
程
と
﹁
美
術
学
的
﹂
を
欠
い
た

前
二
つ
の
過
程
と
を
分
か
つ
も
の
、
前
者
に
あ
っ
て
後
者
に
な
い
も
の

と
は
何
か
。
最
も
直
截
な
回
答
は
︽
考
察
対
象
︾
を
通
じ
て
得
ら
れ
る
。

そ
れ
は
︽
藝
術
意
思
へ
の
直
接
的
関
係
︾
と
捉
え
ら
れ
る
。
美
術
学
的

考
察
過
程
が
﹁
藝
術
意
思
﹂
を
直
接
対
象
と
す
る
の
に
対
し
、
他
の
過

程
は
﹁
事
実
状
況
﹂
と
﹁
概
念
﹂
の
み
を
対
象
と
し
た
。
藝
術
意
思
を

対
象
と
す
る
か
否
か
に
よ
り
、
美
術
学
的
考
察
過
程
と
前
二
つ
の
過
程

は
截
然
と
区
分
さ
れ
る
。
も
と
よ
り
前
二
つ
の
考
察
対
象
の
間
に
も
、

﹁
事
実
状
況
﹂
と
﹁
概
念
﹂
と
い
う
積
極
的
な
違
い
は
存
在
す
る
。
し

か
し
藝
術
意
思
に
照
ら
す
や
、
い
ず
れ
も
藝
術
意
思
︿
で
な
い
﹀
と
い

う
消
極
的
な
共
通
性
の
み
が
前
面
に
現
れ
、
共
に
藝
術
意
思
と
峻
別
さ

れ
る
の
で
あ
る
。︿
藝
術
意
思
へ
の
直
接
的
関
係
﹀
と
い
う
﹁
美
術
学
的
﹂

に
関
わ
る
境
界
は
、
こ
の
よ
う
に
、
ま
ず
考
察
対
象
を
通
じ
て
把
握
さ

れ
る
。

同
じ
境
界
は
︽
考
察
方
式
︾
に
も
認
め
ら
れ
る
。
美
術
学
的
考
察
過

程
の
﹁
解
釈
的
考
察
方
式
﹂
と
前
二
つ
の
﹁
注
視
・
特
徴
付
け
﹂
お
よ

び
﹁
非
感
性
的
思
弁
﹂
と
は
、
藝
術
意
思
へ
の
関
係
を
境
界
と
し
て
二

分
さ
れ
る
。﹁
解
釈
的
考
察
方
式
﹂
以
外
の
考
察
方
式
は
、
藝
術
意
思

に
直
接
関
わ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
藝
術
意
思
は
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
に

よ
り
﹁
美
術
的
現
象
の
内
な
る
意
味
﹂︵» Pan

ofsky 1920 «, p. 330

︶

と
さ
れ
た
か
ら
、
あ
く
ま
で
現
象
の
事
実
状
況
に
携
わ
る
﹁
注
視
・
特

徴
付
け
﹂
は
藝
術
意
思
の
手
前
に
留
ま
る
以
外
な
い

O

。
同
じ
く
、
藝
術

意
思
は
﹁
意
味
﹂
と
し
て
美
術
的
現
象
と
不
離
の
関
係
に
あ
る
か
ら
、

現
象
を
離
れ
る
﹁
非
感
性
的
思
弁
﹂
も
直
接
こ
れ
に
関
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
藝
術
意
思
へ
の
直
接
的
関
係
は
、
ひ
と
り
解
釈
的
考
察
方
式

︱
つ
ま
り
基
礎
概
念
に
基
づ
く
解
釈

︱
の
み
に
許
さ
れ
る
。
こ
の

よ
う
に
考
察
方
式
に
お
い
て
も
、﹁
美
術
学
的
﹂
の
境
界
は
藝
術
意
思

へ
の
直
接
的
関
係
と
捉
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
ま
た
、﹁
美
術
学
的
﹂
と
名
詞
と
の
結
び
付
き
に
も
同
じ
境

界
が
確
認
さ
れ
る
。﹁
美
術
学
的
﹂
の
あ
る
場
合
と
な
い
場
合
の
比
較

が
可
能
と
い
う
理
由
で
、﹁
認
識
﹂
と
い
う
名
詞
と
結
び
付
い
た
﹁
美

術
学
的
認
識
﹂
に
注
目
し
よ
う
。

﹁
認
識
﹂
の
語
は
、﹁
美
術
学
的
認
識
﹂
と
同
時
に
事
象
学
的
美
術
史

に
つ
い
て
も
用
い
ら
れ
る
。
後
の
場
合
、﹁
認
識
﹂
は
﹁
様
式
に
関
す

る
し
る
し
の
認
識
﹂︵» Pan

ofsky 1925 «, p. 153

︶
に
特
定
さ
れ
る
。

﹁
し
る
し
﹂︵Sym

ptom
e

︶
は
、﹁
外
形
的
意
味
で
の
様
式
﹂︵
同
前
︶

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
形
や
色
に
可
視
化
さ
れ
た
様
式
の
現
れ
を
い
う
。

た
だ
し
そ
の
も
の
と
し
て
見
れ
ば
、
そ
れ
は
様
式
と
の
関
係
の
も
と
に

見
ら
れ
た
美
術
的
現
象
の
﹁
事
実
状
況
﹂
以
外
の
何
物
で
も
な
い
。
つ

ま
り
、
こ
の
場
合
の
﹁
認
識
﹂
は
事
実
状
況
に
関
わ
る
認
識
に
限
ら
れ

る
。
そ
れ
に
対
し
、﹁
美
術
学
的
認
識
﹂
は
﹁
様
式
に
関
す
る
本
質
の

認
識
﹂︵
同
前
︶、
言
い
換
え
れ
ば
﹁︽
内
的
意
味
で
の
様
式
︾
つ
ま
り
︽
藝

術
意
思
︾﹂︵
同
︶
に
関
わ
る
も
の
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
同
じ
﹁
認
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識
﹂
で
も
﹁
美
術
学
的
認
識
﹂
は
藝
術
意
思
、
そ
れ
以
外
の
認
識
は
藝

術
意
思
以
外
に
関
係
す
る
。
こ
の
こ
と
は
藝
術
意
思
の
側
に
も
述
べ
ら

れ
る
。
藝
術
意
思
は
﹁
美
術
学
的
認
識
の
可
能
的
対
象
﹂︵» Pan

ofsky 

1920 «, p. 323/330; » Pan
ofsky 1925 «, p. 129

︶

︱
す
な
わ
ち
現

実
化
可
能
な
対
象

︱
と
明
言
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、﹁
美
術
学
的
認
識
﹂

と
﹁
藝
術
意
思
﹂
と
の
直
接
的
関
係
が
、
こ
こ
で
は
後
者
に
即
し
て
述

べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
藝
術
意
思
が
何
か
他
の
認
識
の
可
能
的
対

象
と
さ
れ
る
こ
と
は
、
も
と
よ
り
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、﹁
美
術
学
的

認
識
﹂
と
﹁
藝
術
意
思
﹂
と
の
繋
が
り
は
、
前
者
に
つ
い
て
も
後
者
に

つ
い
て
も
見
出
さ
れ
る
。﹁
美
術
学
的
﹂
の
境
界
が
藝
術
意
思
へ
の
直

接
的
関
係
に
あ
る
こ
と
は
、
こ
こ
か
ら
も
捉
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、︽
藝
術
意
思
へ
の
直
接
的
関
係
︾
が
﹁
美
術
学
的
﹂

の
使
用
と
不
使
用
を
分
か
つ
境
界
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
に
よ
り
以

前
の
大
枠
を
越
え
た
意
味
の
限
定
が
可
能
に
な
る
。﹁
美
術
学
的
﹂
の

最
終
的
意
味
は
、︽
三
重
の
美
術
学
過
程
に
あ
っ
て
藝
術
意
思
に
直
結

す
る
も
の
に
関
わ
る
︾
と
い
う
ほ
ど
と
捉
え
ら
れ
る
。
す
る
と
同
時

に
、
基
礎
概
念
に
付
さ
れ
た
﹁
美
術
学
的
﹂
の
意
味
も
明
瞭
に
な
る
。

こ
の
場
合
の
﹁
美
術
学
的
﹂
が
表
す
の
は
、
基
礎
概
念
が

︱
藝
術
意

思
に
直
結
し
な
い
概
念
構
築
に
よ
っ
て
生
じ
な
が
ら

︱
藝
術
意
思
に

直
結
す
る
︽
解
釈
︾
の
過
程
に
組
み
込
ま
れ
、
解
釈
の
﹁
作
業
概
念

︵A
rbeitsbegriffe

︶﹂︵» Pan
ofsky 1925 «, p. 156

︶
と
し
て
藝
術
意

思
に
直
接
関
係
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
だ
ろ
う
。

さ
て
、
意
味
の
明
瞭
化
を
以
上
と
し
、
基
礎
概
念
が
﹁
美
術
学
的
﹂

と
さ
れ
て
︽
美
術
史
的
︾
と
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
に
目
を
向
け
よ
う
。

こ
れ
ま
で
の
行
論
に
よ
り
、
そ
の
理
由
は
次
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
る
。

基
礎
概
念
は
藝
術
意
思
に
直
接
関
わ
る
も
の
と
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
美

術
的
現
象
の
︽
内
な
る
︾
意
味
と
し
て
、
藝
術
意
思
は
現
象
の
事
実
状

況
を
越
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
事
実
状
況
に
携
わ
る
美
術
史
は
藝
術
意
思

に
直
接
関
わ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
美
術
史
の
視
点

を
越
え
た
︽
別
の
視
点
︾
が
必
要
に
な
る
。
基
礎
概
念
は
、
こ
の
︽
別

の
視
点
︾
の
も
と
で
﹁
作
業
概
念
﹂
と
な
る
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
に
お
け
る
︽
別
の
視
点
︾
は
美
術

学
的
考
察
過
程
に
お
け
る
﹁
解
釈
﹂
を
指
す
。
す
な
わ
ち
、
基
礎
概
念

が
働
く
の
は
解
釈
と
い
う
︽
別
の
視
点
︾
の
も
と
で
あ
っ
て
、
事
実
状

況
に
向
か
う
美
術
史
的
視
点
の
も
と
で
は
な
い
。
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
が
、

基
礎
概
念
に
﹁
美
術
学
的
﹂
を
付
し
て
︽
美
術
史
的
︾
を
付
さ
な
か
っ

た
理
由
は
、
こ
こ
に
求
め
ら
れ
よ
う
。

︵
名
誉
教
授　

哲
学
・
美
学
︶

略
記
号

D
essoir 1906 = D

essoir, M
ax. Ä

sthetik und allgem
eine K

unstw
issenschaft. 

Stuttgart: Ferdin
an

d E
n

ke, 1906.
» D

vo
řak 1913/14 « = D

vo
řak, M

ax. » Ü
b

er d
ie d

rin
gen

d
sten

 

m
e

th
o

d
isch

e
n
 

E
rfo

rd
e

rn
isse

 
d

e
r 

E
rzie

h
u

n
g
 

zu
r 
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u
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» G
om

brich
 1952 « = G

om
brich

, E
. H

. » K
un

stw
issen

sch
aft «, in

: D
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H
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e Verlagsgesellsch
aft A

th
en

aion
.

Jah
n

 1924 = Jah
n

, Joh
an

n
es ed. D
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 d
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» Sp

rin
ger 1867 « = Sp

rin
ger, A

n
ton

 H
ein

rich
. » K

u
n

stken
n

er u
n

d 

K
un

sth
istoriker « (1867), Im

 neuen R
eich, X

I –2. 1881 (pp. 737 –58).
Stark 1880 = Stark, C

arl B
ern

h
ard

. System
atik u

n
d G

eschichte der 

A
rchäologie der K

unst. L
eipzig: W

ilh
elm

 E
n

gelm
an

n
, 1880.

T
ietze 1913 = T

ietze, H
an

s. D
ie M

ethode der K
unstgeschichte. L

eipzig: E
. A

. 

Seem
an

n
, 1913.

» W
ö

lfflin
 1911 « = W

ö
lfflin

, H
ein

lich
. » D

as P
ro

b
lem

 d
es Stils in

 

d
er bild

en
d

en
 K

u
n

st « (1911), in
: Sitzungsberichte der königlich 

preussischen A
kadem

ie der W
issenschaften, X

X
X

I. B
erlin

: Verlag der 

kön
iglich

en
 A

kadem
ie der W

issen
sch

aften
, 1912 (pp. 572 –8).

» W
u

lff 1914 « = W
u

lff, O
skar. » G

ru
n

d
sätzlich

es ü
b

er Ä
sth

etik, 

allgem
ein

e un
d system

atisch
e K

un
stw

issen
sch

aft «, Z
Ä

K
, IX

. 1914 
(pp. 556 –62).

» W
ulff 1917 « = W

ulff, O
. » K

ritisch
e E

rörterun
gen

 zur Prin
zipien

leh
re 

der K
un

stw
issen

sch
aft «, Z

Ä
K

, X
II. 1917 (pp. 1 –34/179 –224/273 –

315).
Z

Ä
K

 = Zeitschrift für Ä
sthetik und allgem

eine K
unstw

issenschaft.
註

︵
1
︶ 

拙
稿
﹁︽
意
味
︾
と
し
て
の
藝
術
意
思

︱
エ
ル
ヴ
ィ
ン
・
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
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の
﹁
藝
術
意
思
﹂
定
義
と
そ
の
哲
学
的
指
針
﹂﹃
川
村
学
園
女
子
大
学
研

究
紀
要
﹄
第
２
８
巻
・
３
号
、
２
０
１
７
年
、
一
︱
二
一
頁
。﹁︿
見
え
る

も
の
﹀
か
ら
︿
見
え
な
い
も
の
﹀
へ

︱
Ｅ
・
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
に
よ
る
藝

術
意
思
の
基
盤
構
築
と
そ
の
哲
学
的
指
針
﹂﹃
川
村
学
園
女
子
大
学
研
究

紀
要
﹄
第
２
９
巻
・
１
号
、
２
０
１
８
年
、
一
︱
三
九
頁
。
本
論
で
は
前

者
を
﹁
意
味
﹂
と
略
記
す
る
。

︵
2
︶ 

次
の
事
典
に
な
ら
い» kun

sw
issen

sch
aftlich

 «

を
﹁
美
術
学
的
﹂、

» K
un

stw
issen

sch
aft «

を
﹁
美
術
学
﹂
と
訳
す
。
竹
内
敏
雄
編
﹃
美
学

事
典
﹄︵
増
補
版
，
弘
文
堂
，
一
九
七
四
年
︶
中
の
﹁
美
術
学
﹂
の
項
を

参
照
。

︵
3
︶ 

こ
の
二
論
考
を
含
め
た
引
用
に
は
筆
者
の
訳
を
用
い
る
。
略
記
号
を
付
し

た
資
料
に
は
略
号
と
頁
を
註
に
示
し
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
場
合
は
本
文
中

に
記
す
も
の
と
す
る
。
独
語
原
文
の
隔
字
体
は
訳
に
反
映
さ
せ
な
い
。
引

用
文
中
の
［　

］
は
筆
者
の
補
足
、
⋮
⋮
は
省
略
を
表
す
。

︵
4
︶ 

整
理
を
意
図
し
た
も
の
に
は
次
が
あ
る
。W

alter Passarge, D
ie 

Philosophie der K
unstgeschichte in der G

egenw
art, B

erlin
: Jun

ker un
d 

D
ün

n
h

aupt, 1930, pp. 34 –6; P. G
eim

er, » E
rw

in
 Pan

ofsky «, in
: 

Ä
sthetik und K

unstphilosophie, J. N
id

a-R
ü

m
elin

/
M

. B
etzler ed

., 

Stuttgart: A
. K

rön
er, 1998, pp. 610 –14, esp. p. 611.  

ま
た
、
パ
ノ

フ
ス
キ
ー
と
異
な
る
視
点
に
立
つ
も
の
に
は
次
が
あ
る
。
大
西
克
禮
﹁
藝

術
意
思
の
問
題
﹂﹃
現
代
美
学
の
問
題
﹄
岩
波
書
店
，
一
九
二
四
年
，

１
２
８
～
１
５
７
頁
お
よ
び
竹
内
敏
雄
﹃
美
学
総
論
﹄
弘
文
堂
，
一
九
七
九

年
，３
７
４
～
３
７
５
頁
。
前
者
は
﹁
純
粋
芸
術
的
︵
美
的
︶
性
質
の
も
の
﹂

︵
１
５
６
頁
︶
の
ア
プ
リ
オ
リ
な
基
礎
付
け
と
い
う
視
点
に
立
ち
、
後
者
は

﹁
法
則
性
と
そ
の
個
性
化
と
の
対
立
﹂︵
３
７
５
頁
︶
と
い
う
視
点
に
立
つ
。

︵
5
︶ 

山
本
正
男
﹃
藝
術
史
の
哲
学
﹄
美
術
出
版
社
，
一
九
六
二
年
，
２
８

頁
／R

en
ate H

eid
t, Erw

in Panofsky: K
unsttheorie und Einzelw

erk, 

K
öln

/W
ien

: B
öh

lau, 1977, p. 7; M
ich

ael Podro, » Pan
ofsky: D

e 

la p
h

ilosop
h

ie p
rem

ière au
 relativism

e p
erson

n
el «, in

: Erw
in 

P
an

ofsky/P
ou

r u
n

 tem
ps, P

aris: C
en

tre G
eo

rges P
o

m
p

id
o

u
/

Pan
dora, 1983 (pp. 61 –9), p. 64; G

ötz Poch
at, D

er Sym
bolbegriff in 

der Ä
sthetik und K

unstw
issenschaft, K

öin
: D

uM
on

t, 1983, p. 167.

︵
6
︶ 

た
と
え
ば
ビ
ア
ウ
ォ
ス
ト
ッ
キ
は
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
に
よ
る
基
礎
概
念

の
構
築
動
機
を
、
彼
に
先
立
つ
ヴ
ェ
ル
フ
リ
ン
の
﹃
美
術
史
の
基
礎
概

念
﹄︵kunstgeschichtliche G

rundbegriffe

︶
に
﹁
超
越
論
的
﹂
考
察
が
欠

落
し
て
い
た
た
め
と
す
る
。
あ
な
が
ち
誤
り
と
は
い
え
ぬ
に
せ
よ
、
パ
ノ

フ
ス
キ
ー
が
基
礎
概
念
を
︽
美
術
史
的
︾
と
し
な
い
理
由
は
、
こ
れ
だ
け

で
は
何
も
明
ら
か
に
な
ら
な
い
。Jan

 B
iałostocki, » E

rw
in

 Pan
ofsky 

(1892 –1968): T
h

in
ker, H

istorian
, H

um
an

 B
ein

g «, Sim
iolus, 1970 

(pp. 68 –89), p. 73.

︵
7
︶ C

f. D
essoir 1906, pp. 3 –8, esp. 5 –7.

︵
8
︶ 

一
九
世
紀
に
現
れ
た
種
々
の
藝
術
学
は
﹁
哲
学
的
藝
術
学
﹂
と
も
呼
ば
れ

る
。C

f. R
u

d
o

lf H
ein

z, » Z
u

m
 B

egriff d
er p

h
ilo

so
p

h
isch

en
 

K
u

n
stw

issen
sch

aft im
 19. Jah

rh
u

n
d

ert «, in
: A

. D
iem

er ed
., D

er 

W
issenschaftsbegriff: H

istorische und system
atische U

ntersuchungen, 

M
eisen

h
eim

 am
 G

lan
: A

uton
 H

ain
, 1970 (pp. 202 –37), esp. 204 –

10; » Sch
oltz 1976 «, col. 1455.

︵
9
︶ C

arl F
ried

rich
 B

ach
m

an
n

, D
ie K

u
n

stw
issen

schaft in
 ihrem

 

allgem
einen U

m
riße dargestellt für akadem

ische Vorlesungen, Jen
a: 

C
röker, 1811; Fran

z A
n

ton
 N

üßlein
, L

ehrbuch der K
unstw

issenschaft 

zum
 G

ebrauche bei Vorlesungen, L
an

dsh
ut: Ph

ilipp K
rüll, 1819.  

こ
れ

に
よ
り
、» K

un
stw

issen
sch

aft «

な
る
語
の
成
立
を
﹁
一
八
四
〇
年
代

の
は
じ
め
頃
﹂
と
し
た
推
定
は
く
つ
が
え
る
。
吉
岡
健
二
郎
﹃
近
代
芸
術

学
の
成
立
と
課
題
﹄
創
文
社
，
一
九
七
五
年
，
五
三
頁
，
註
︵
6
︶
を
参
照
。
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︵
10
︶ B

ach
m

an
n

, op. cit.

［
註
︵
9
︶］, p. 1, § 1; N

üßlein
, op. cit. 

［
註

︵
9
︶］, p. 5, § 9. 

バ
ハ
マ
ン
と
ニ
ュ
ス
ラ
イ
ン
は
、
共
に
藝
術
作
品
の

﹁
本
質
﹂
を
﹁
形
式
︵Form

︶﹂
な
い
し
﹁
形
態
︵G

estalt

︶﹂
と
し
、
そ

こ
に

︱
イ
デ
ア
的
な
意
味
の

︱
﹁
美
﹂
も
し
く
は
﹁
美
そ
れ
自
体

︵A
n

sich
 der Sch

ön
h

eit

︶﹂
を
認
め
よ
う
と
す
る
。B

ach
m

an
n

, p. 21, 
§ 14; N

üßlein
, p. 5, § 10. 

こ
こ
に
は
、
ド
イ
ツ
観
念
論
哲
学
者
シ
ェ
リ

ン
グ
の
理
論
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
。
バ
ハ
マ
ン
は
、
シ
ェ
リ
ン

グ
の
イ
エ
ナ
大
学
最
後
の
年
︵
一
八
〇
三
年
︶
に
同
大
に
進
学
し
て
お

り
、
充
分
影
響
を
受
け
う
る
環
境
に
あ
っ
た
。C

f. Joh
an

n
es G

ün
ter, 

L
ebensskizzen der Professoren der U

niversität Jena seit 1558 bis 1858, 

Jen
a: F. M

aucke, 1858, p. 233; A
llgem

eine deutsche B
iographie, B

d. I, 

L
eipzig: D

un
cker &

 H
um

blot, p. 753 –4. ,

ま
た
、
シ
ェ
リ
ン
グ
に
お

け
る
︽
藝
術
︱
形
式
︱
美
︾
の
結
合
は
次
を
参
照
。Sch

ellin
g, » System

 

d
es tran

sscen
d

en
talen

 Id
ealism

u
s (1800) «, in

: Schellings W
erke, 

N
ach

 d
er O

rigin
alau

sgab
e in

 n
eu

er A
n

o
rd

n
u

n
g h

rsg. vo
n

 

M
an

fred Sch
röter, B

d. II, M
ün

ch
en

: C
. H

. B
eck, 1927 (pp. 329 –

634), esp
. p

. 620; Id
., » P

h
ilo

so
p

h
ie d

er K
u

n
st: A

llgem
ein

e 

Teil (1802) «, in
: Schellings W

erke, B
d

. III, 1927 (p
p

. 375 –507), 
esp. p. 390.

︵
11
︶ H

erm
an

n
 H

ettn
er, » G

egen
 die speculative A

esth
etik « (1845), 

in
: K

lein
e Schriften

, B
rau

n
sch

w
eig: F. B

iew
eg u

n
d

 So
h

n
, 1884 

(pp. 164 –208), p. 188/208.

︵
12
︶ Ph
ilipp Spitta, » K

un
stw

issen
sch

aft un
d K

un
st «, in

: Zur M
usik: 

Sechzehn A
ufsäze, B

erlin
: G

ebrüder Paetel, 1892 (pp. 3 –14), p. 3.

︵
13
︶ E

rn
st G

rosse, D
ie A

nfänge der K
unst, Freibu

rg/
L

eip
zig: J. C

. B
. 

M
oh

r, 1894, p. 2.

︵
14
︶ G

ro
sse, K

u
n

stw
issen

schaftliche Stu
dien

, T
ü

b
in

gen
/

Freib
u

rg/

L
eipzig: J. C

. B
. M

oh
r, 1900, p. 6/8/15.

︵
15
︶ D

e
sso

ir, »
 A

llg
e

m
e

in
e

 K
u

n
stw

isse
n

sch
a

ft «
, D

eu
tsch

e 

L
iteraturzeitung, X

X
X

V, 1914 (col. 2405 –15/2469 –82), col. 2410.

︵
16
︶ » L

udw
ig 1877 «, p. 48; » D

vořak 1913/14 «, p. 933.

︵
17
︶ » Sch

oltz 1976 «, col. 1454.

︵
18
︶ C

f. » G
om

brich
 1952 «, p. 653; » R

assem
 1963 «, p. 11.

︵
19
︶ Stark 1880, p. 9.

︵
20
︶ 

こ
こ
で
は
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
説
明
を
引
用
す
る
。Pan

ofsky K
orr, II, 

2003, p. 287. 

同
様
の
説
明
は
他
に
も
見
出
さ
れ
る
。» G

om
brich

 

1952 «, p. 653; » R
assem

 1963 «, p. 11.

︵
21
︶ ﹁
一
般
美
術
史
﹂
の
語
は
次
に
現
れ
る
。C

arl B
. Stark, » U

eber K
un

st 

u
n

d
 K

u
n

stw
issen

sch
aft au

f d
eu

tsch
en

 U
n

iversitäten
 « (1873), 

in
: Id

., Vorträge und A
ufsätze aus dem

 G
ebiete der A

rchäologie und 

K
unstgeschichte, ed. G

ottfried K
in

kel, L
eipzig: B

. G
. Teubn

er, 1880 
(pp. 1 –20), p. 18; Stark 1880, pp. 32 –3. 

こ
こ
で
一
般
美
術
史
と
見

做
さ
れ
て
い
る
の
は
、
後
註
︵
25
︶
に
掲
げ
る
シ
ュ
ナ
ー
ゼ
の
書
あ
る

い
は
フ
ラ
ン
ツ
・
ク
ー
グ
ラ
ー
の
書
︵H

andbuch der K
unstgeschichte, 

Stuttgart, 1842

︶
で
あ
る
。C

f. Stark 1880, p. 33.

︵
22
︶ J. G

. H
erder, » W

in
kelm

an
n

s G
esch

ich
te der K

un
st «, in

: H
erders 

Säm
m

tliche W
erke, E

d. B
ern

h
ard Suph

an
, B

erlin
: W

eidm
an

n
, B

d. 

X
X

IV, 1886 (pp. 339 –47), p. 342.

︵
23
︶ » K

w
 1908 «, pp. 822 –23. 

こ
こ
で
は» K

w
 1908 «

の
分
類
を
利
用

す
る
が
、
そ
れ
と
は
別
に
、
学
派
の
違
い
に
基
づ
く
美
術
史
の
分
類

も
も
と
よ
り
可
能
で
あ
る
。C

f. U
do K

ulterm
an

n
, G

eschichte der 

K
unstgeschichte, W

ien
: E

con
-Verlag, 1966. 

さ
ら
に
次
を
参
照
。
加
藤

哲
治
﹃
美
術
史
学
の
系
譜
﹄
中
央
公
論
美
術
出
版
，
２
０
１
８
年
．

︵
24
︶ Joh

an
n

 Joach
im

 W
in

ckelm
an

n
, G

eschichte der K
unst des A

ltertum
s, 
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D
resden

: W
alth

er, 1764.

︵
25
︶ » K

w
 1908 «

は
こ
れ
ら
の
人
々
に
次
の
書
名
を
記
す
。C

arl Friedrich
 

R
um

oh
r, Italienische Forschungen, 3 B

d., B
erlin

: N
icolai, 1827 –31; 

C
arl Sch

n
aase, G

eschichte der bildenden K
ünste, 7 B

d., D
üsseldorf: 

J. B
u

d
d

eu
s, 1843 –64; Jaco

b
 B

u
rckh

ard
t, D

er C
iceron

e, B
asel: 

Sch
w

eigh
auser, 1855.

︵
26
︶ » K

w
 1908 «, p. 822.

︵
27
︶ » K

w
 1908 «, p. 822.

︵
28
︶ » K

w
 1908 «

に
は
ヴ
ォ
ル
ト
マ
ン
の
書
名
の
み
記
さ
れ
て
い
る
。
他
を

補
う
。A

n
ton

 H
. Sprin

ger, R
affael und M

ichelangelo, L
eipzig: E

. A
. 

Seem
an

n
, 1878; Julius M

eyer, A
ntonio da C

orreggio, 2 B
d. L

eipzig: 

W
. E

n
gelm

an
n

, 1871; A
lfred

 W
oltm

an
n

, H
olbein und seine Zeit, 

L
eipzig: E

. A
. Seem

an
n

, 1866.

︵
29
︶ 

美
術
学
を
テ
ー
マ
と
す
る
専
門
家
会
議
︵C

on
gress für 

K
un

stw
issen

sch
aft

︶
は
、
一
八
七
三
年
八
月
一
日
か
ら
同
月
四
日
ま

で
ウ
ィ
ー
ン
で
開
催
さ
れ
た
後
、
一
八
九
三
年
に
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
、

一
八
九
四
年
に
は
ケ
ル
ン
で
開
催
さ
れ
、
以
後
継
続
行
事
と
な
る
。C

f. 

R
epertorium

 für K
unstw

issenschaft, I, 1876, » Vorw
ort «; » K

w
 1908 «, 

p. 823.

︵
30
︶ 

一
九
〇
〇
年
ま
で
に
創
刊
さ
れ
た
誌
名
と
創
刊
年
は
次
の
と
お
り
で
あ

る
。Jahrbücher für K

unstw
issenschaft (L

eip
zig, 1868); R

epertorium
 

für K
unstw

issenschaft (Stu
ttgart/

W
ien

, 1876); M
onatsbericht über 

K
unstw

issenschaft und K
unsthandel (M

ün
ch

en
, 1900).

︵
31
︶ 

た
と
え
ば
次
を
参
照
。A

ugust Sch
m

arsow, » K
un

stw
issen

sch
aft un

d 

V
ölkerpsych

ologie «, Z
Ä

K
, II, 1907 (pp. 305 –39), p. 305; T

ietze 

1913,  p. 8, n
. 2.

︵
32
︶ T

ietze 1913, p. 6.

︵
33
︶ » W

ulff 1914 «, p. 557.

︵
34
︶ W

ern
er H

o
fm

an
n

, A
rt. » K

u
n

stw
issen

sch
aft «, in

: D
as Fischer 

L
exikon

: B
ilden

de K
u

n
st II, Fran

kfu
rt am

 M
ain

: Fisch
er, 1960 

(pp. 184 –97), p. 185.

︵
35
︶ Sch

m
arsow, D

as W
esen der architektonischen Schöpfung, L

eipzig: K
arl 

W
. H

iersem
an

n
, 1894, p. 6.

︵
36
︶ 

体
系
的
美
術
学
の
起
源
が
シ
ュ
プ
リ
ン
ガ
ー
に
あ
る
こ
と
は
、
特
に
シ
ュ

マ
ル
ゾ
ウ
に
よ
っ
て
明
言
さ
れ
る
。Sch

m
arsow

 1891, p. 85.

︵
37
︶ » Sprin

ger 1867 «, p. 758. 

﹁
美
術
鑑
定
家
と
美
術
史
家
﹂
は
、
最
初
、

シ
ュ
プ
リ
ン
ガ
ー
に
よ
る
著
書
︵B

ilder aus der neueren K
unstgeschichte, 

B
on

n
, 1867

︶
の
後
記
と
し
て
現
れ
、
一
八
八
一
年
、
独
立
論
文
の
形
に

改
め
ら
れ
る
。
本
論
で
は
後
者
の
頁
付
け
を
記
す
。

︵
38
︶ » K

un
stken

n
er «

に
は
﹁
美
術
通
﹂﹁
目
利
き
﹂
と
い
っ
た
訳
語
も
あ
る

が
、
本
論
で
は
﹁
美
術
鑑
定
家
﹂
と
訳
す
。
シ
ュ
プ
リ
ン
ガ
ー
の
﹁
美
術

鑑
定
家
﹂
は
、
鑑
定
を
行
う
﹁
美
術
家
﹂
も
含
ん
で
い
た
が
、
主
に
は
美

術
館
や
画
廊
に
勤
務
す
る
﹁
美
術
有
識
者
﹂︵K

un
stgeleh

rten

︶
を
指
し

た
。C

f. » Sprin
ger 1867 «, p. 745.

︵
39
︶ » Sprin

ger 1867 «, p. 743.

︵
40
︶ » Sprin

ger 1867 «, p. 741.

︵
41
︶ » Sprin

ger 1867 «, p. 741.

︵
42
︶ » Sprin

ger 1867 «, p. 752.

︵
43
︶ » Sprin

ger 1867 «, p. 753.
︵
44
︶ » Sprin

ger 1867 «, p. 745.
︵
45
︶ » L

udw
ig 1877 «, p. 47. 

年
代
の
近
接
と
引
き
続
く
記
述
よ
り
見
て
、﹁
最

新
の
美
術
史
﹂
は
シ
ュ
プ
リ
ン
ガ
ー
の
論
文
を
指
す
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
。

︵
46
︶ » L

udw
ig 1877 «, p. 51.

︵
47
︶ » L

udw
ig 1877 «, p. 50.
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︵
48
︶ » L

udw
ig 1877 «, p. 51.

︵
49
︶ » L

udw
ig 1877 «, p. 48.

︵
50
︶ 

ル
ト
ヴ
ィ
ヒ
の
立
つ
︽
別
の
視
点
︾
は
、
シ
ュ
プ
リ
ン
ガ
ー
の
﹁
心
理
的

特
徴
付
け
﹂
で
は
な
く
﹁
技
法
﹂
へ
の
視
点
、
つ
ま
り
﹁
技
法
書
の
内
容

と
作
品
の
技
法
を
比
較
﹂
す
る
視
点
で
あ
っ
た
。C

f. » L
udw

ig 1877 «, 
p. 61.

︵
51
︶ 

体
系
的
美
術
学
に
対
す
る
美
術
史
か
ら
の
批
判
は
、
次
に
よ
っ
て
代
表
さ

れ
る
。G

eorg D
eh

io, » D
as Verh

ältn
is der gesch

ich
tlich

en
 zu den

 

ku
n

stgesch
ich

tlich
en

 Stu
d

ien
 « (1887), in

: Id
., K

unsthistorische 

A
ufsätze, M

ü
n

ch
en

/
B

erlin
: R

. O
ld

en
bou

rg, 1914 (p
p

. 237 –46), 
esp

. p
p

. 241 –3; T
ietze 1913, esp

. p
p

. 6 –8; » D
vořak 1913/14 «, 

esp. p. 933/959 –61. 

な
お
、
三
番
目
の
Ｍ
・
ド
ヴ
ォ
ル
ジ
ャ
ー
ク

は
︽
精
神
史
的
美
術
史
︾
に
よ
っ
て
著
名
で
あ
る
が
、
彼
が
こ
の
方
向

を
採
る
に
至
っ
た
引
き
金
の
一
つ
は
体
系
的
美
術
学
の
存
在
に
あ
っ

た
。
次
の
証
言
を
参
照
。H

an
s T

ietze, » G
eistesw

issen
sch

aftlich
e 

K
un

stgesch
ich

te «, in
; Jah

n
 1924 (pp. 183 –98), esp. pp. 185 –91.

︵
52
︶ » W

ulff 1914 «, p. 559.

︵
53
︶ C

f. Sch
m

arsow
, B

arock und R
okoko, B

eiträge zu
r A

esth
etik d

er 

bilden
den

 K
un

st, II, L
eipzig: S. H

irzel, 1897, esp. p. 3; C
arl H

orst, 

B
arockproblem

e, M
ün

ch
en

: E
ugen

 R
en

tsch
, 1912, esp. p. xii.

︵
54
︶ C

f. Sch
m

arsow
, K

om
positionsgesetze in der K

unst des M
ittelalters,  

B
on

n
/L

eipzig: K
urt Sch

roeder (2 B
d.), I, 1920, esp. p. 2. 

シ
ュ
マ

ル
ゾ
ウ
に
よ
れ
ば
、﹁
表
現
の
［
根
源
的
］
形
態
﹂、
た
と
え
ば
建
築
が
空

間
を
︽
三
次
元
的
︾
に
形
成
す
る
と
い
っ
た
形
態
は
、
ア
プ
リ
オ
リ
に
﹁
人

間
の
身
体
的
構
造
に
基
づ
い
て
﹂
成
立
す
る
。Sch

m
arsow, » R

ücksch
au 

beim
 E

in
tritt in

s siebzigste L
eben

sjah
r «, in

: Jah
n

 1924 (pp. 135 –
56), p. 152. 

こ
れ
は
﹁［
造
形
的
創
作
の
］
心
理
的
根
基
﹂
と
も
さ
れ

る
。Id., » U
eber den

 W
erth

 der D
im

en
sion

en
 im

 m
en

sch
lich

en
 

R
au

m
gebild

e «, in
: B

erichte über die Verhandlingen der königlich 

sächsischen G
esellschaft der W

issenschaften zu L
eipzig / Philologisch-

H
istorische C

lasse, B
d. 48, 1896 (pp. 44 –61), p. 57. 

そ
れ
ゆ
え
、
本
論

で
は
こ
の
視
点
を
︽
身
体
構
造
的
＝
創
作
心
理
的
︾
と
呼
ぶ
。

︵
55
︶ O

. W
ulff, D

ie altchristliche K
unst von ihren A

nfängen bis zur M
itte des 

ersten Jahrtausends, H
dK

w, 1913, p. 2; » W
ulff 1917 «, pp. 14 –5. 

前

者
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
美
術
の
背
景
に
﹁
宗
教
的
感
情
の
精
神
的
深
化
と

死
の
超
克
に
関
す
る
期
待
﹂
と
い
う
心
理
的
要
因
が
述
べ
ら
れ
、
後
者
で

は
、
創
作
を
め
ぐ
る
﹁
心
理
学
的
研
究
﹂
へ
の
志
向
が
表
明
さ
れ
る
。

︵
56
︶ C

f. K
on

rad E
sch

er, M
alerei der R

enaissance in Italien, 2 vols, H
dK

w, 

vol. I, 1922, pp. 6 –10; N
ikolaus Pevsn

er, D
ie italienische M

alerei vom
 

Ende der R
enaissance bis zum

 ausgehenden R
okoko ( B

arockm
alerei in 

den rom
anischen L

ändern, I), H
dK

w, 1928, p. 1. 

前
者
は
、
遠
近
法
や

人
体
比
例
と
い
っ
た
﹁
美
術
理
論
﹂
お
よ
び
占
星
術
や
古
代
神
話
に
分
け

入
ろ
う
と
す
る
﹁
精
神
文
化
﹂︵p. 8

︶
を
重
視
し
、
後
者
も
時
代
様
式
の

﹁
精
神
史
的
基
盤
﹂
に
注
目
す
る
。

︵
57
︶ C

f. M
ax K

em
m

erich
, D

ie frü
hm

ittelalterliche P
orträtplastik in 

D
eutscland bis zum

 Ende des X
III Jahrhunderts, L

eipzig: K
lin

kh
ardt 

&
 B

ierm
an

n
, 1909, pp. 238 –41. 

こ
の
箇
所
に
は
、
作
品
の
﹁
技
法
﹂

に
向
か
う
視
点
︵pp. 238 –9

︶、﹁
美
学
的
視
点
﹂︵p. 241

︶、﹁
心
理
学
的
﹂

視
点
︵p. 241

︶
が
並
べ
ら
れ
る
。

︵
58
︶ 
基
礎
概
念
に
付
さ
れ
た» kun

stw
issen

sch
aftlich

 «

を
、
本
論
が
﹁
美
術

学
的
﹂
と
訳
し
て
﹁
藝
術
学
的
﹂
と
訳
さ
な
い
理
由
は
こ
こ
に
あ
る
。

︵
59
︶ 

パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
対
象
は
、
一
九
一
一
年
十
二
月
七
日
、
プ
ロ
イ
セ
ン
・

ア
カ
デ
ミ
ー
で
行
わ
れ
た
ヴ
ェ
ル
フ
リ
ン
の
講
演
﹁
造
形
藝
術
に
お
け
る

様
式
の
問
題
﹂
で
あ
っ
た
。
こ
の
講
演
記
録
は
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
も
参
照
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し
た» W

ölfflin
 1911 «

で
あ
る
。

︵
60
︶ ﹁
美
術
学
的
考
察
法
﹂
の
正
式
な
表
記
は
﹁
超
越
論
的
＝
美
術
学
的
考
察

法
﹂︵tran

szen
den

tal-kun
stw

issen
sch

aftlich
e B

etrach
tun

gsw
eise

︶

で
あ
る
。
こ
の
表
記
は
、
関
係
論
考
ば
か
り
で
な
く
、
意
思
論
考

︵» Pan
ofsky 1920 «, p. 336

︶
に
も
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
は
詳

細
に
立
ち
入
ら
な
い
。

︵
61
︶ » W

ölfflin
 1911 «, p. 578.

︵
62
︶ » W

ölfflin
 1911 «, p. 573.

︵
63
︶ 

パ
ノ
フ
ス
キ
ー
に
と
っ
て
藝
術
意
思
が
﹁
美
術
学
﹂
の
問
題
系
に
属
し
た

こ
と
は
、
意
思
論
考
中
の
﹁
⋮
⋮
藝
術
意
思
を
把
握
す
る
こ
と
は
美
術
学

の
課
題
﹂︵» Pan

ofsky 1920 «, p. 333

︶
と
い
う
言
明
に
よ
っ
て
明
ら
か

で
あ
る
。

︵
64
︶ ﹁
基
礎
概
念
﹂
と
﹁
考
察
法
﹂
を
別
に
す
れ
ば
、﹁
美
術
学
的
﹂
と
結
ば

れ
る
名
詞
に
は
﹁
認
識
︵E

rken
n

tn
is

︶﹂︵» Pan
ofsky 1920 «, p. 323 

et al. ; » Pan
ofsky 1925 «, p. 129

︶
お
よ
び
﹁
客
観
︵O

bjekt

︶﹂

︵» Pan
ofsky 1925 «, p. 129, n

. 2

︶
し
か
な
い
。
そ
れ
以
外
に
、

﹁
カ
テ
ゴ
リ
ー
﹂︵» Pan

ofsky 1920 «, p. 333

︶
と
﹁
概
念
体
系

︵B
egriffssystem

︶﹂︵» Pan
ofsky 1925 «, p. 143

︶
も
あ
る
が
、
こ
れ

ら
は
﹁
基
礎
概
念
﹂
の
同
義
語
・
類
義
語
に
過
ぎ
な
い
。

︵
65
︶ 

藝
術
意
思
が
美
術
的
現
象
の
﹁
意
味
﹂
と
さ
れ
る
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

﹁
意
味
﹂
五
︵
二
〇
六
︶
～
七
︵
二
〇
四
︶
頁
を
御
覧
頂
き
た
い
。
ま
た
、

こ
の
﹁
意
味
﹂
を
め
ぐ
っ
て
多
く
賛
同
し
う
る
見
解
が
次
に
見
ら
れ
る
。

H
eidt, Erw

in Panofsky, op. cit. ［
註
︵
5
︶］, pp. 122 –4.


